
 

（
十
一
）
三
沢
村
自
由
党
三
羽
烏 

 

 

女
部
田
梅
吉
・
反
町
嘉
平
・
萩
原
勘
次
郎

は
後
に
「
三
沢
村
自
由
党
三
羽
烏
」
と
言
わ

れ
た
人
た
ち
で
す
。 

女
部
田
梅
吉
は
事
件
当
時
三
一
歳
、
下
三

沢
小
平
耕
地
の
人
。
墓
は
三
沢
街
道
山
側
に

あ
り
、
屋
敷
跡
は
県
道
反
対
側
の
三
沢
川
の

低
地
に
あ
り
、
川
側
に
梅
ノ
木
と
石
積
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
（
本
連
載
⑨
に
写
真
掲
載
）。

梅
吉
は
三
沢
自
由
党
の
中
心
人
物
と
見
ら
れ
、

蜂
起
前
の
一
〇
月
一
四
日
夜
、
田
代
栄
助
・

新
井
周
三
郎
ら
と
と
も
に
横
瀬
村
富
豪
宅
へ

の
「
資
金
強
奪
作
戦
」
に
参
加
（
同
夜
栄
助

梅
吉
宅
泊
）、裁
判
で
は
重
懲
役
一
五
年
に
処

せ
ら
れ
北
海
道
の
集
治
監
に
送
ら
れ
ま
し
た
。 

職
業
の｢

石
垣
積｣

は
、
元
々
の
手
職
だ
っ

た
と
も
、
集
治
監
で
習
得
し
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
秩
父
事
件
の
前
後
か
は
不
明
で

す
が
、
梅
吉
は
中
三
沢
の
小
川
茂
作
の
弟
子

に
な
り
、
こ
の
人
か
ら
石
積
み
の
技
術
を
習 

 
 

女
部
田
梅
吉
墓
（
下
三
沢
小
平
）

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
そ
れ
ま
で
の
村
内
の
石
積
み
は
、
平
積

み
、
小
石
積
み
で
あ
っ
た
が
、
梅
吉
は
大
石

積
み
を
始
め
た
。
梅
吉
が
積
ん
だ
石
垣
は
決

し
て
崩
れ
な
い
と
評
判
に
な
り
、
千
葉
県
成

田
市
の
成
田
不
動
（
新
勝
寺
）
本
堂
へ
の
石

段
右
の
石
垣
は
、
梅
吉
と

そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
。
三
沢
に
は
、

梅
吉
と
梅
吉
の
弟
子
た
ち

が
築
い
た
石
垣
が
、
今
で

も
各
所
に
残
っ
て
い
る
」

（
梅
吉
の
妻
マ
サ
の
親

族
・
玉
谷
二
郎
氏
談
、
飯

島
積
「
三
沢
村
の
秩
父
事

件
と
女
部
田
梅
吉
」）。 

 

前
記
梅
吉
の
墓
は
そ
の

弟
子
た
ち
が
、
高
渕
寺
に

あ
る
小
川
茂
作
の
墓
は
弟

子
の
梅
吉
た
ち
が
建
て
た

も
の
で
す
。 

反
町
嘉
平
（
農
・
二
八

歳
）
は
中
三
沢
反
町
耕
地

の
人
。一
〇
月
一
四
日
夜
、

女
部
田
梅
吉
宅
に
来
て
い
た
田
代
栄
助
に
勧

め
ら
れ
自
由
党
入
党
（「
裁
判
言
渡
書
」
で
は

井
上
伝
蔵
・
高
岸
善
吉
等
が
組
織
す
る
秩
父

困
民
党
に
加
盟
）。一
〇
月
三
一
日
夜
一
刀
を

腰
に
し
て
下
吉
田
に
至
り
「
火
縄
」
等
を
集

め
、
一
旦
帰
宅
。
梅
吉
の
勧
誘
に
よ
り
一
一

月
三
日
、
再
び
村
内
福
田
儀
作
他
数
十

名
を
率
い
下
小
川
陣
地
に
行
き
、
後
、

落
合
寅
市
隊
の
坂
本
村
侵
攻
に
加
わ
り
、

粥
仁
田
峠
で
官
兵
の
攻
撃
を
受
け
敗
走
。

処
々
に
逃
れ
た
が
、
一
二
月
四
日
熊
谷

警
察
署
に
自
首
し
ま
し
た
。
重
禁
固
五

年
の
刑
で
し
た
が
、
明
治
二
〇
年
八
月

二
〇
日
、
熊
谷
監
獄
支
所
で
獄
死
、
熊

谷
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
（
後
、
大
原
の

熊
谷
寺
墓
地
に
改
葬
）。
享
年
三
五
歳
。
自
宅

西
山
側
に
あ
る
「
嘉
山
平
水
居
士
」
の
嘉
平

の
墓
に
は
遺
骨
は
入
っ
て
い
な
い
と
の
遺
族

の
話
し
で
す
。 

萩
原
勘
次
郎
は
中
三
沢
五
十
新
田
の
人
。

農
・
事
件
当
時
二
三
歳
。
一
一
月
一
日
、
下

吉
田
村
役
場
で
の
警
官
隊
と
の
攻
防
（
青
木

與
一
巡
査
を
捕
虜
に
し
た
）・
架
橋
工
事
事
務

所
か
ら
千
葉
土
木
技
師
を
拉
致
し
た
事
件
に

関
与
、
軽
懲
役
八
年
の
刑
を
服
役
中
、
一
八

八
六
年
二
月
九
日
獄
死
。
遺
体
は
村
上
泰
治

と
同
じ
く
浦
和
の
厚
生
園
墓
地
に
葬
ら
れ
ま

し
た
（
連
載
⑤
の
写
真
）。 

 
 

（曽
根
坂
峠
明
治
二
十
四
年
建
馬
頭
尊
） 

（
曽
根
坂
峠
旧
道
） 

秩
父
困
民
党
の
中
で
「
剣
」
が
最
も
強
か

っ
た
の
は
誰
か
。
筆
者
は
勘
次
郎
か
、
新
井 

周
三
郎
（
西
ノ
入
村
・
元
小
学
校
教
員
・
二

二
歳
・
甲
大
隊
長
・
死
刑
）
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。
勘
次
郎
は
定
峰
村
の
飯

塚
千
太
郎(

『
秩
父
の
教
育
百
年
』に
よ
れ
ば
、

寺
子
屋
寺
子
数
一
〇
〇
人
・
神
道
無
念
流
道

場
門
人
二
〇
〇
〇
人)

の
門
人
で
し
た
。飯
塚

道
場
門
人
は
上
州
高
崎
か
ら
信
州
松
本
に
ま

で
及
ん
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。 

勘
次
郎
は
秩
父
事
件
の
年
の
九
月
頃
と
一
〇

月
二
〇
日
、
菊
池
貫
平
・
井
出
為
吉
の
居
村

信
州
北
相
木
村
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
そ
の

名
目
は｢

剣
術
指
南｣

で
し
た
が
、
勘
次
郎
は

秩
父
の
情
勢
を
話
し
種
々
相
談
し
て
い
ま
す

か
ら
、
北
相
木
へ
の｢

秩
父
蜂
起
の
連
絡
役｣

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。 

  

 

 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

常
山 

 

知
子 

             

  

        

   

 

 

 

 

 

「
こ
ん
に
ち
は
！
赤
十
字
で
す
。」「
変
わ
り 

な
い
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
玄
関
を

あ
け
ま
す
。「
お
弁
当
を
届
け
に
来
ま
し
た
よ
。」 

部
屋
か
ら
で
て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
は
、
お
弁
当

を
う
け
と
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
始
め
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
と

い
い
の
で
す
が
、
少
し
の
会
話
で
そ
の
家
を
後

に
し
ま
す
。 

 

き
ょ
う
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
「
一
人
暮
ら

し
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
日
で
す
。 

総
合
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
、
み
ん
な
で
手
際

よ
く
お
弁
当
を
作
り
、
で
き
た
お
弁
当
を
地
域

ご
と
に
２
～
３
人
で
一
人
暮
ら
し
で
（
７
５
歳

以
上
）
希
望
す
る
人
に
届
け
ま
す
。 

 

年
３
回
、
地
域
の
見
守
り
を
か
ね
て
給
食
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
も
っ
と
対
象
を
広
げ
て
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
。 

町
か
ら
の
依
頼
で
、
ヤ
ク
ル
ト
を
届
け
な
が
ら

声
か
け
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。 

 

地
域
の
協
力
も
大
切
で
す
が
、
行
政
の
き
め

こ
ま
か
い
見
守
り
も
必
要
で
す
ね
。 

 
 


